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研究成果の概要（和文）：　クリュニーに残されている石造の中世町家は、1階にゴシック式尖頭アーチからなる開口
部、2階にロマネスク式の2連窓を備えた、特徴的な家々である。このような様式の町家は、個人の店舗兼住宅であり、
おそらくクリュニー修道院の主導下に、クリュニー以南のサンティアゴ巡礼路沿いの都市にも数多く建てられた。
　他方、1階にゴシック式尖頭アーチ列をもつ大型公共建築物は、同巡礼路以外の都市でもヨーロッパ各地に存在する
。クリュニー型個人住宅と合わせて、これらの世俗建築物は、ロマネスク式とゴシック式の教会建築の影響下に建てら
れたものであり、そこに、古代ローマ建築と中世ヨーロッパ建築との接点を見出すことが出来る。

研究成果の概要（英文）：  Urban masonry houses of the Middle Ages built in the city of Cluny in Macon regi
on are very distinctive with their pointed arch opening to ground pavement and double Romanesque windows o
n the first floor. So many shops as individual homes, this type of urban houses is constructed along the W
ay of Saint James, probably at the initiative of the Abbey of Cluny.
  On the other hand, there are also large public buildings with the series of pointed arches in other Euro
pean cities like Venice and Mantua in Italy and Ieper in Flanders. With individual houses of Cluniac type,
 they are built under the influence of ecclesiastical architecture, Romanesque or Gothic; there we can fin
d a point of contact between the Roman architecture and that of the Middle Ages in secular buildings.
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様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９、Ｚ－１９、ＣＫ－１９（共通） 

１．研究開始当初の背景 
 フランスにおいては、教会や修道院などの
キリスト教建築と城や都市囲壁などの軍事
建築と比較すると、中世の世俗家屋に対する
歴史学的・考古学的ないし建築史的関心は、
さほど古くに遡るものではない。1970 年代
以降、カーン大学のミシェル・ド・ブアール 
Michel de Boüardを中心として、学術的な中
世考古学が形成されていくなかで、まず、ジ
ャン=マリ・プゼ Jean-Marie Pesez（社会科
学高等研究院）やガブリエル・デミアン・ダ
ル シ ャ ン ボ ー  Gabrielle Démians 
d’Archimbaud（エクス・アン・プロヴァン
ス大学）のような先駆的研究者が中世農村
（それぞれ、ドラシィ Dracy とルージエ 
Rougiers）の発掘により中世農家建築研究の
分野で大きな成果を挙げた。 
さらにその後、特にジャン=マリ・プゼは、
イヴ・エスキュー Yves Esquieu（エクス・
アン・プロヴァンス大学）に代表されるよう
な中世都市建築研究にも関心を寄せるよう
になっていく。両者の共同作業は、Ed. Yves 
Esquieu et Jean-Marie Pesez, Cent 
maisons médiévales en France (du XIIe au 
milieu du XVIe siècle), Paris, 1998 という
農村と都市双方の中世家屋を網羅した総合
的著作に結実している。 
中世都市家屋に関しては、その研究対象と
して、最も重要な都市は、11 世紀末から 14
世紀にかけての町家が124軒も残存する中部
フランスの修道院門前町クリュニー Cluny
である。特に、ここには、ヴェネツィア 
Venezia とともに、ヨーロッパで最も多くの
ロマネスク期の住宅が残されているとされ
る。このクリュニーの町家に関しては、ピエ
ール・ギャリグー・グランシャン  Pierre 
Garrigou Grandchampとジャン=ドニ・サル
ヴェク Jean-Denis Salvèque を中心とする
建築史研究グループ（Centre d’Etudes 
Clunisiennes）が、1980 年代初め以来、長
年にわたり建築考古学的研究を積み重ねて
きた。それによって、クリュニーの中世町家
は、その都市内配置、正面壁面と内部構造に
関する建築要素、そして各種装飾や室内設備
にいたる詳細が多角的に解明されている。 
その一方で、2002 年からは、フランスで
は考古学発掘が、開発に伴う緊急発掘を職業
的に行う発掘組織にほぼ独占されるように
なり、大学に所属する考古学者による学術的
な発掘が行われる可能性はほとんどなくな
ってしまった。このような状況下で、大学の
中世考古学者は、発掘によらない、地上に現
存する中世の建物の建築考古学的分析
（l’archéologie du bâti）に関心を寄せる傾向
にあり、城や宗教建築だけでなく、町家を含
む都市に残された世俗建築物が主要な分析
対象となっている。 
このような動向とも関連して、近年のフラ
ンスでは、文化省の主導下に各種文化財や図
像資料のデータ・ベース化が推進されるなか

で、歴史的建造物や物質資料についても、「メ
リ メ  Mérimée 」 や 「 パ リ ッ シ ィ 
Mobilier-Palissy」を代表とするデータ・ベ
ースが設けられている。そこでは、中世に遡
るフランス全域の都市家屋などの情報が図
像を含めて網羅的に収集、公開され、自由に
閲覧できるようになっている。 
 こうした研究が積み重ねられていった結
果、フランス各地に現存する中世都市家屋に
ついて、建築学的情報が収集・分析され、都
市民の住居であると同時に、店舗や手工業者
の工房でもあった町家の多機能的構造に光
が当てられるようになった。さらに、都市内
の街区における町家の配置状況の検討を通
じて、教会・城・市庁舎・市場広場などとと
もに、都市景観の構成要素としての町家とそ
の装飾の役割も重視されるようになった。こ
うして、これまでは、文献史料と大型の公共
的建築物によってのみ研究されてきた中世
フランス都市の建築物の具体像が、より多角
的に明らかになり、その結果、現在、中世都
市に対する理解は格段に立体的奥行きを備
えたものになりつつある。 
 このような中世フランス考古学の研究動
向とその成果に関しては、日本で紹介される
ことはこれまでほとんどなかった。しかし、
『西洋中世学入門』（高山博・池上俊一編、
東京大学出版会、2005年）の「中世考古学」
の章で、私自身が、農村と都市、城に関する
中世考古学研究の動向をごく簡単に紹介す
る機会があったほか、2005 年から 3 年間に
わたり、科研費基盤研究（C）「中世フランス
の住空間の構造と機能に関する歴史考古学
的研究」を許されて、そこで多くの新たな情
報と発見を得ることができた。そのなかで、
城と農村家屋とともに、中世都市家屋に関し
ても概説的分析を行った。本研究は、それを
さらに推し進めるものとして立案された。 
 
２．研究の目的 
 本研究では、フランス中部の都市クリュニ
ーに加えて、クリュニー修道院が深く関与し
たサンティアゴ・デ・コンポステーラ巡礼路
沿いのフランス南西部の諸都市に残存する
中世都市家屋の調査と研究に重心を置いた。
そこでは、私が、2008 年度東洋大学特別研
究「中世フランスにおける都市家屋の構造と
機能」のなかで発見し、「中世クリュニーの
町家の装飾窓（claire-voie）」（『東洋大学文学
部紀要・史学科篇』2010 年）において推論
した問題（以下の 3））も含めて、中世町家を
多角的に検討した。 
 具体的には、以下の 4点の仮説の実証を目
指した。 
 1）第一に、これらの地方に多く残されて
いる、正面 2 階の装飾窓（claire-voie）と 1
階の尖頭アーチ型開口部という二つの特徴
的な建築要素をもつ中世町家（＝「クリュニ
ー型中世町家」）を対象として、住居である
と同時に、店舗や手工業の工房でもあった中



世都市独特の多機能的家屋の構造と機能を
個別具体的に検証し、その歴史考古学的特徴
と時代的な変遷を明らかにすることを考え
た。 
そこでは、後藤久『西洋住居史』（彰国社、

2005 年）が主張するように、これらの中世
の商工業者の住宅兼店舗の町家の構造が、イ
タリアのオスティア Ostia などに残る古代
ローマ都市の多機能的共同住宅 insula の構
造と非常に類似していると考えられている
ことから、両者の構造と機能の比較検討を通
じて、古代ローマと中世ヨーロッパの都市建
築における連続性の問題にひとつの答えを
与えることを研究の目的とした。 

2）次いで、これらクリュニーの中世町家
の正面構成の内容が、ロマネスク式教会建築
の代表例であるクリュニー修道院教会（1180
年代に建設が始まった、いわゆる Cluny III）
の建築様式の強い影響下にあるという問題
の考察を研究目的とした。 
それにより、従来は別個に論じられてきた
中世の宗教建築と世俗建築との間に存在し
た影響関係を解明することを目指したので
ある。 

3）加えて、そのようなクリュニー修道院
の影響を受けて形成された「クリュニー型中
世町家群」が、都市クリュニーだけでなく、
ブルゴーニュ地方と同修道院の指導下に展
開したサンティアゴ・デ・コンポステーラ巡
礼路沿いのフランス中部と南西部諸都市に
多く建設されたことが推測されることから、
その実態とそれが残存する都市の分布を調
査することにより、この仮説の実証を目指す
ことを研究目的とした。 
この作業を通じて、教会建築の分野ではク
リュニー修道院教会の影響がなかったとさ
れてきたサンティアゴ巡礼路都市であって
も、世俗の町家建築においては、クリュニー
修道院の影響が大きかったことを実証でき
ることが予想された。 
 4）特に巡礼路都市の場合には、これらの
装飾的な家屋の都市全体の中での配置を検
討することにより、クリュニー型町家と都市
景観の間に特徴的な関係があったことを解
明することも想定した。 
 具体的には、クリュニーの場合には、修道
院の外壁に沿うように直交する 2 本のメイ
ン・ストリートを中心として、それに隣接す
る街路も含めて、それらに面して並ぶ町家の
正面 2 階の装飾窓（claire-voie）が、教会西
正面中段を飾る連続アーチ装飾を模したも
のであるという、ピエール・ギャリグー・グ
ランシャンとジャン=ドニ・サルヴェクの主
張が、どこまで一般化できるかを考えること
を研究目的とした。 
 
３．研究の方法 
 方法論としては、現存ないし発掘された中
世都市建物に関する建築史および考古学的
研究の総括をおこなうと同時に、その成果と

文献史料、図像データという三つの方向から、
中世都市家屋の構造と機能を学際的に解明
することを考えた。 

1）まず、研究対象地域の中世都市家屋に
関して、刊行されている論文、研究書、発掘
報告書に記載されている情報収集を行うと
同時に、前述のフランス文化省の歴史建造物
関連のデータ・ベースを利用して、各都市の
中世家屋の個別情報を網羅的に調査した。 

2）そのうえで、現地調査を複数回実施し、
現在、フランスで現存ないし発掘されている
中世都市家屋の現場と博物館などに保存さ
れている発掘資料の調査を行った。これは、
単なる考古学情報の収集というだけでなく、
刊行されている発掘報告書や研究書、デー
タ・ベースに記載されている情報の完全な理
解を得るために、必要不可欠な作業である。 

3）同時に、研究対象となる都市の中世家
屋に関して、当該地域の県古文書館と図書館
に所蔵されている古文書や図版、地籍図など
の図面を調査して、町家に関する文献史料と
図像史料の情報収集に努めた。 
 これら 3 つの方向から、「クリュニー型中
世町家群」を主とする対象として、中世フラ
ンスの都市家屋と構造、機能、歴史的変遷と
地理的分布を解明することを目指した。 

4）加えて、この研究では、フランスにお
ける最新の研究状況の把握と人的コネクシ
ョンの確保が不可欠である。このため、研究
期間中、常にフランス人研究協力者との連携
を図ることに留意した。 
具体的には、これまでにも常時連絡を取り
合ってきたナンシー大学中世考古学研究セ
ンターを拠点として、各地の研究者からの情
報収集を行うことが、各地に散在する中世都
市家屋と古文書の調査を効率的に行うため
に有効だった。その際、ミシェル・ビュール 
Michel Bur氏（ナンシー大学名誉教授であり、
中世考古学研究センターの創設者）を中心と
した人的ネットワークに協力を仰いだ。同時
に、現在、ナンシー大学中世考古学研究セン
ター主任研究員であり、中世建築物の考古学
研究に関する第一人者であるシャルル・クレ
メール Charles Kraemer氏、ナンシー大学
で中世史を担当するパトリック・コルベ P. 
Corbet 教授とジェラール・ジュリアート G. 
Giuliato教授らと、フランスの考古学研究の
状況について意見交換・討議を行うことによ
って、現在の中世都市家屋の研究状況に関し
て、できる限り最新の情報と研究成果を収集
することに努めた。 
ナンシー大学以外では、ディジョン大学の
中世考古学担当准教授であるエルヴェ・ムイ
ユブーシュ Hervé Mouillebouche 氏、パリ
の国立高等学術研究院で中世図像史料の研
究を行っているペリーヌ・マヌ  Perrine 
Mane 氏など、これまで交流を続けて来たフ
ランスの考古学および歴史研究者との意見
交換も継続して行った。 
 さらに、既に多くの教示を得ている、クリ



ュニー建築研究センター（Centre d’Etudes 
Clunisiennes、在クリュニー）を中心となっ
て運営しているジャン=ドニ・サルヴェク氏
と、数多くの中世建築関係の図像資料が整理
保管されている同研究センターから、今回も
多大な協力を得た。 
 
４．研究成果 
 現在に至るまで、中世ヨーロッパの都市家
屋に関して、フランスに限っても、総合的著
作は存在しない。このため、上述のような研
究計画に基づいて、現実には、ヨーロッパ各
地の中世都市町家を現地で探索することが 3
年間の主たる研究作業となった。 
 研究第 1 年目（2011 年度）には、西ヨー
ロッパ全体のなかでの中世都市家屋の位置
づけを確かなものとし、フランス中南部に残
された都市家屋との比較に資するために、現
地調査としては、まず、イングランドの中世
都市家屋の現地調査を行った。その結果、ウ
ェールズ、イングランドには、中世町家が多
く残されていることを改めて確認した。 
なかでも、リンカン Lincolnに残る 12世
紀のロマネスク様式の石造家屋 2軒は、おそ
らくイングランド最古の都市家屋であるよ
うに判断された。これに対して、ヨーク York
の市街の Shambles 通りには、いわゆる
half-timber様式の都市家屋が密集しており、
そのなかの 3軒ほどには中世風の店台が残さ
れていた。これも稀な事例である。チェスタ
ー Chester とサンドウィッチ Sandwich 市
街でも、ハーフ・ティンバー様式の中世都市
家屋をとくに数多く観察することが出来た。 
 これらの中世都市家屋は、都市城壁と城と
の関係で都市内に配置されることが多い。こ
のため、コンウィ Conwy、 ヨーク、 カン
タベリー  Canterbury、ロチェスター 
Rochester などで、都市全体の空間配置に留
意して、現地調査を行った。 
同時に、行程途中で見学できた 11～15 世
紀の中世城砦についても、フランスなど大陸
よりも初期の残存例が多く、天守塔を中心と
した城の発達過程を具体的に把握すること
が出来た。 
 研究第 2 年目（2012 年度）には、前年度
同様、先行研究と現地情報の収集に努めると
同時に、フランス文化省編集の歴史的建造物
関連のデータ・ベース（メリメ）を活用する
ことにより、各都市の中世家屋の個別情報を
網羅的に調査・把握したうえで、サンティア
ゴ・デ・コンポステーラ巡礼路の通るフラン
ス南西部とラングドック地方、プロヴァンス
地方西部の現地調査を行うことを中心的作
業とした。その結果、当該地域に現存する中
世町家について、相当程度把握することが出
来たと考えている。 
 現地調査としては、まず、ナンシー大学中
世考古学研究所を訪問して、ミシェル・ビュ
ール名誉教授らに、最近のフランス中世考古
学界の状況についてインタビューを行った。

その後、サンティアゴ巡礼路が展開する、前
述の諸地方に残存する中世都市家屋を調査
した。 
 このなかでは、カオール Cahorsとサン・
ア ン ト ナ ン ・ ノ ー ブ ル ・ ヴ ァ ル
Saint-Antonin-Noble-Valに13世紀頃の比較
的早い時期の都市家屋が残されていたが、こ
れらの都市を含めて、全体としては、14世紀
以降のゴシック式の町家が大部分を占めた。
そこでは、フィジャック Figeac、サン・ア
ントナン・ノーブル・ヴァル、ケイリュス 
Caylus、コルド Cordes-sur-Cielを中心とし
て、現在でも尖頭アーチの開口部を持つ中世
の店舗兼住宅建物が軒を連ねている街路が
幾つも現存していることを確認した。 
歴史的建造物関連のデータ・ベース（メリ
メ）も、これらの建物すべてを網羅するもの
ではなく、個々の町家の建設・改築の年代に
関して、正確なデータを得ることが困難な場
合が多いのが現実である。調査と記録の方法
としては、写真とビデオを用いたが、今後は、
建築学的図面を取ることも視野に入れて調
査を進める必要があることを痛感した。 
 さらに、フランス南西部に点在するバステ
ィド bastidesと呼ばれる防備小都市として、
ドム Domme、モンパジエ Monpazier、モ
ンフランカン Monfranquin などを観察する
ことも出来た。広場に面してアーケードを備
えた建物の多くは 14～15 世紀に遡るもので
あり、広場と道路との配置の関係も含めて、
ほかの中世都市にはない農村的な小都市の
特徴を知ることが出来た。 
研究第 3 年目（2013 年度）には、再びフ
ランス中南部各地の都市を訪れて、中世都市
家屋の現状について調査した。そして、この
ための日本での予備調査と現地調査後のデ
ータと史料の分析が本年度の主たる作業と
なった。現地調査では、昨年度に調べた サ
ン・アントナン・ノーブル・ヴァルとコルド
を再訪して、中世家屋の現状をビデオに収め
たほか、昨年度まで未調査だったコロンジ
ュ・ラ・ルージュ Collonges-la-Rouge、マル
テルMartel、ボーリュー・シュル・ドルドー
ニュ Beaulieu-sur-Dordogne、リル・シュル・
タ ル ン  lisle-sur-Tarn 、 カ ペ ス タ ン 
Capestang、ウゼス Uzès などの都市で、新
しく中世町家の現存状況とその形態的な類
似を確認した。 
また、カルカッソンヌ Carcassonne 北方
のカバルデス Cabardès 地方に残る中世城
砦群（les châteaux de Lastours）とその周
辺の中世農村遺跡の様子を調査出来たこと
は、incastellamento （城砦集落形成）を実
例に即して理解するうえで非常に有益だっ
た。同時に、プロヴァンス地方に残るローマ
時代の道路と橋の様子を見ることも出来た
が、これは、古代から中世への建築技術の継
承の問題を考えるうえで、重要な参考材料と
なった。 
 さらに、2014 年 3 月には、ノルマンディ



ー地方を調査する機会があったが、その際に
は、特に同地方の首邑ルーアン Rouen にお
いて、木造骨組み（ハーフ・ティンバー）の
都市建物を多数見学することが出来、仏中南
部の石造中世都市家屋とは異なる北フラン
スの中世町家の形状の特徴を実地調査によ
って非常によく理解することが出来た。 
ルーアンの場合、1 階部分の多くは石造だ
が、2 階以上は木造であるため、石造アーチ
は用いられず、1 階開口部の上辺を支える木
製の梁も含めて、水平の木材が開口部の上辺
を支えることになる。これに対して、最上階
まで石造であるフランス中南部の中世町家
では、1 階開口部を木製の梁で支えることは
不可能であり、ロマネスク式やゴシック式の
石造アーチが 1階開口部を支えることになる。
この点が、両者の構造上の対比の本質を作り
出しているように思われた。 
 
 3 年間の調査と研究の結果、これまでの仮
説に修整・追加すべき点として、以下の 3点
を確認した。 

1）クリュニーの中世町家の特徴とされる 2
階の装飾窓（claire-voie）が、教会西正面中
段を飾る連続アーチ装飾を模したものであ
るという、ピエール・ギャリグー・グランシ
ャンとジャン=ドニ・サルヴェクの説に関し
て、クリュニーとそれ以外の諸都市でこれら
の装飾窓を詳細に観察すると、ロマネスク式
の 2連窓が連続するものであることが明らか
である。その点で、これは教会西正面中段を
飾る連続アーチ装飾とは異なり、むしろロマ
ネスク期の世俗建築にしばしば見られるロ
マネスク式 2連窓の応用形とみなすべきであ
ろう。 

2）同じクリュニーの中世町家の 1 階部分
のゴシック式尖頭アーチからなる開口部に
ついては、このような開口部を持つ町家の分
布とサンティアゴ・デ・コンポステーラ巡礼
路との相関性を否定することは今のところ
出来ない。しかし、今回の 3年間の調査・研
究だけでは、いまだ未調査の地域が多く残さ
れており、今後の研究の結果を待たねばなら
ない。 
 しかし、サンティアゴ巡礼路沿いの中小都
市の大型公共建築物の 1階部分には、この尖
頭アーチが複数、連続して用いられているこ
とがしばしば観察される（コルド、マルテル）。
さらに、このような傾向は、サンティアゴ巡
礼路をはるかに越えて、中世ヨーロッパ最大
の世俗建築とされる、フランドル都市イープ
ル Ypres, Ieperの毛織物取引市場 La halle 
aux draps（第一次世界大戦時に破壊。その
後、再建された。）や、ヴェネツィア Venezia
やマントヴァ Mantova のパラッツオ・デュ
カーレ Palazzo Ducaleに至るまで広く認め
られる。 
 これら大型公共建築物に用いられた尖頭
アーチ列と、小型町家に用いられた単一アー
チの開口部を区別しつつ、双方を合わせて論

じることが出来るような仮説を構築する必
要がある。 

3）これに対して、フランス北部やイング
ランドで一般的なハーフ・ティンバー様式の
町家に関しては、前述のルーアンにおける観
察結果におけるように、2 階以上が、石造で
はなく木造であることから、水平の木製梁と
戸口からなるその 1階開口部の鉤形（逆 L字
形）の形状が生み出されているように考えら
れる。 
 このことから、中世以降、近世まで残され
ていたパリのハーフ・ティンバー様式の町家
と、イタリアのオスティアなどに残る古代ロ
ーマ都市の多機能的共同住宅 insulaの1階開
口部の鉤形の形状の類似から、両者の連続性
を主張する後藤久『西洋住居史』（彰国社、
2005 年）の仮説を見直す必要があると考え
られる。 
 古代ローマ建築と中世町家との接点は、ハ
ーフ・ティンバー様式の木造町家にではなく、
ロマネスク式やゴシック式の石造アーチの 1
階開口部を持つフランス中南部の町家にこ
そ見出されるべきであるだろう。 
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